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第Ⅱ章 都市づくり全体構想 

Ⅱ．１ 将来の都市の姿と、これからの都市づくり 

（１）「都市づくりの目標」と「将来都市像」、そして「これからの都市づくりの進め方」の位置づけ 

・序章のなかの「策定のねらい」及び、第Ⅰ章の「都市づくりの課題」を踏まえ、「将来の都

市の姿」と、これを実現する方法としての「これからの都市づくりの進め方」を位置づけま

す。 

・「将来の都市の姿」は、「都市づくりの目標」と、この具体像である「将来都市像」で構成

します。 

 

「将来の都市の姿」と「これからの都市づくりの進め方」の位置づけ 
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（２）都市づくりの目標と、将来都市像 

■本市を「住み働き楽しむ場である都市」とし、将来も持続的に発展するという視点から、【都市づく
りの目標】と【将来都市像】を設定します。 

・【都市づくりの目標】は、本市を「住み働き楽しむ場である都市」とし、安心に暮らせ、活

力ある産業と心の豊かさで魅力的にするという視点から設定します。 

・【将来都市像】は、平塚市の特性である「豊かな自然」が将来も現在同様美しくあり続け、

人と街により織りなされる“湘南のひらつか”が、活力とにぎわいにあふれ、発展が持続的

であるという視点から設定します。 

「都市づくりの目標」と「将来都市像」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注：サスティナブルシティ：質と量共に発展が持続可能である都市の意味。地球環境保全のため都市や市民が

できることは何かを求め、技術開発を含めこれに取り組むこと。また、この美しい平塚市を次世代につな

いでいくこと 

■「都市づくりの目標」の内容を示します。 
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（３）これからの都市づくりの進め方 

・これからの都市づくりは、既にあるモノまたは新たにできるモノをいかし、つなぎ、有効に

つかうという考え方のもと、将来の都市の姿を実現します。 

「これからの都市づくりの進め方」の基本的な考え方 

 

 

 

 
 

【これからの都市づくりの進め方】 

「いかす」と「つなぐ」と「つかう」 




